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中学英語学力診断テストの結果について

荒木孝子・加藤舅・吉岡幸子

水町律子・吉岡一郎

【はじめに】

本校の中高一貫教育が実施されてから６年目になる。

５年前、「英語における中学校高等学校一貫学習指導計画の試案」（「研究紀要」第１５集

1973）の中の中三のカリキュラムの項（※１）で述べた計画に基づき、その後の「英語科にお

ける二年間のとりくみと問題点」（「研究紀要」第１７集1975）の中の中三の授業方針について

の項（※２）の診断テストについて述べた方針に従って、1975.,76.,77年度の中三の二学期

及び三学期に実施したテストの結果をまとめて考察した。

(※１）「中三の三学期には本校で作製した中学英語診断テストを実施し、その結果を参考

にして、中三から高一への英語学習の進度を調整する。」

(※２）「その中味は、文法事項を中心とし、語句なども含めたもの。中学生としての到達

目標にどれだけ達しているのか、どこがつまずいている箇所なのかを明らかにし、基

礎的な学力を保障する立場から、その後の指導材料にあてる。そしてこの立場から考

えて標準学力テストはどうあるのが望ましいのかを探求していきたい。」

【目的】

先にも述べたように本校では1973年度より中高一貫教育を実施したが、それをうながす直接

のきっかけは、付属学校の「教育・研究の任務」と、成績の悪い生徒を中三から高一に移る段階

で他の中学校に送りだし、かわりに成績の良い生徒を選抜試験で人学させる非教育的な措置との

矛盾から生じた反省であった。

進学校を標楠する「エリート校」であるうちは教師の目はいきおい「できる」生徒に向いてし

まうが、全員無試験の中高接続となれば当然「落ちこぼれ」の生徒の問題を避けて通ることはで

きなくなってくる。まして、英語のように中学三年間ですでに大きな学力差のついている生徒た

ちを更に高校で三年間学ばせるにあたって、その対処の仕方が検討されずにはいられないのであ

る。加えて、「学習指導要領」が中学校1980年度、高等学校1982年度よりそれぞれ改定施行

されることになり、授業時数の削減とともに、とくに中学においては内容の精選がせまられてい

る。

上記のような事情のもとで、「中学英語学力診断テスト」を試行しているが、次の〔実施要項〕

にあるとおり、中学英語の到達度について各項にわたり「診断」するものである。原則として生
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徒にはその得点を一切知らせていない。

このテストの結果、【はじめに】でも紹介されているように、全体として到達目標にどこまで

達しているか、どの部分の理解が弱いのか、どの項目はよくわかっているのかなどといった点が

明確になった。その結果を踏まえて高校への移行期、とりわけ高一の一学期に、全体としてつま

ずいている箇所の亜点指導を具体的におこなうことが可能になった。ややもすると従来は、「新

高一の生徒は英語が少し弱い」といったような抽象的なとらえ方しかできなかったのが、例えば、

「新高一の生徒は時制の項目を５０影理解しているものが３３＄しかいない。」というように、

弱点をかなり具体的にとらえられるようになり、高校における指導の方向性が打ちだせるように

なってきている。

また、このテストは学年全体に対する指導だけではなく、生徒個人に対する指導にも大きなね

らいがあり、別紙「診断テスト評価」－資料１（英語学力診断カード）を個人別に作成し、英

語を苦手とする生徒について、中学卒業時の到達度から見てどの点が弱いのかを指摘し、高校で

の勉強に的確なアドバイスを与えることができるようになっている。

すでに本校では、授業内容輔選の観点から「中学英語動詞用例集」（1976年刊）を編梨、補

助教材として使用し、効果をあげている。さらにこの診断テストの結果をより深く考察し、授業

時数の減少という大きな壁にぶつかる中学英語の授業内容の工夫に役立てることもその大きなね

らいの一つである。

【実施要項】

このテストは、1975,76.,77年度の中三の生徒について、次の要項で実施した。

なお、使用教科轡は、ＥＶＥＲＹＤＡＹＥＮＧＬＩＳＨＲＥｖＩｓＥＤＬ２３（中教出版社）

－８５－ 

回 期日 所要時間 内容

11月下旬 ４５分 時制．文

２ １月下旬 ４５分 形容詞．ロ11詞．助動詞代名詞．単語

３ ３月上旬 ５０分 BQ係代名詞．関係63聰可．受身．動名詞．分詞．不定詞



〔中学英語珍断テスト〕

I．（）内の動詞を時を考えて適当な形に変えなさい。必要ならば語を補い

なさい。

〔文法項目〕

時 制

[1］DickWhittingtonwasapoorboy・Ｈｅ〔have)ｌｎｏ
ｐａｒｅｎｔｓ，ｎｏｂｒｏｔｈｅｒｓｏｒｎｏｓｉｓｔｅｒｓ･Ｈｉｓｏｎｌｙ 
ｆｒｉｅｎｄｗａｓａｃａｔ･ 

onedayhe〔hearlaboutLondonfromaman・T11e
mansaid，”Everything〔be〕3wonderfUlinLondon、
ＩｏｖｅｍａｄｅａｌｏｔｏｆｍｏｎｅｙｔｈｅｒｅＪｏ 

ｏｏＷｈａｔａｎｉｃｅｐｌａｃｅＩＩｗｉｌｌｇｏｔｏＬｏｎｄｏｎ，ｔｏｏ・
Ｉ〔Tleverbe)4hungrythere,i1saidDick・
Ｄｉｃｋ（Carry)5ｔｈｅｃａｔｏｎｈｉｓｓｈｏｕｌｄｅｒａｎｄ（go)6to 

LondoTI･Ｈｅｓｔａｒｔｅｄｔｏｗｏｒｋａｔａｒｉｃｈｍｅｒｃｈａｎｔｏｓ 

ｈｏｕｓｅ・Ｔｏｈｅｌｐｔｈｅｃｏｏｋ（be)7ｈｉｓwork、Heworked
hard・Ｔｈｅｃｏｏｋ（notlike〕8ｔｈｅｃａｔａｎｄｗａｓｎｏｔｋｉｎｄ
ｔｏｈｉｍ・iiYou（notfinish〕9yourworkyet,Ｍｓｈｅ
ａｌｗａｙｓｓａｉｄｔｏｈｉｍ。

[2］UncleＦｒｅｄ〔stay〕l0withtheJonesfamilyforabout
aｗｅｅｋ・Tomorrowｈｅ（leave〕l1EorAustraliaHe
〔be)l2busysincehecametoAmerica・Ｈｅ〔work)ｌ３ｉｎ
ｔｈｅｂａｒｎｎｏｗ･ 

Nancy：Ｗｈｙ，ＵｎｃｌｅＦｒｅｄ１Ｗｈａｔａｒｅｙｏｕｄｏｉｎｇｈｅｒｅ？ 
Uncle：Ｉ（make〕I4aboomerang・
Nancy：Ｗｈａｔｏｓａｂｏｏｍｅｒａｎｇ？ 
Ｕｎｃｌｅ：Ｉｔ１ｓｕｓｅｄｆｏｒｈｕｎｔｉｎｇｉｎＡｕｓｔｒａｌｉａ･Ｗｈｅｎ 

ｉｔ〔fly〕15throughtheair・ＩＥｉｔｄｏｅｓｎｉｔ
ｈｉｔｉｔｓｍａｒｋ，ｉｔ（return),6ｔｏｙｏｕ． 

Ⅱ、次の単語を用いて４通りの文を(腓きなさい。17～２０

ｔｏｗｒｉｔｉｎｇＪｉｌｌｌｅｔｔｅｒｉｓａＡｎｎ 

文

Ⅲ．次の文の最後に（．？！）の中の適当な記号をつけなさい。

Awithchlostherbroom〔）２，
Hｏｗｃａｎｓｈｅｆｌｙ（）理
Lookatthosebeautifulflowers（ 

Howbeautifulthosenowersare（ 

●
●
●
●
 

■
Ⅱ
Ｌ
『
／
』
毎
ｓ
）
△
夘
『

)２３ 

〕2４
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〔考察〕

全部できた生徒が他の項目に比べて極端に少ないのは、まとまった

文中での時制がわかりにくいこと。特に現在形、現在完了形、現在完

了進行形の概念の理解が徹底していないことにある。さらに設問が他

の項目に派生している（Ｉ．〔1〕３のeverything及び〔l〕４のnever）

ことなどが考えられるので、設問を検討する必要がある。時制の概念

がわかりにくいのは、現在の教科聾は状況がはっきりしない場面での

切れ切れの文が多いことが大きな原因で、中一の段階から生きた普通

の文に慣れさせるために、補助教材の必要を痛感している。また入門

期に現在時制よりも、状況のはっきりした現在進行形とか、過去の文

のほうが、概念としては、とらえ易いようである。

〔正答率〕

制時

(１） 

(２） 

(注）〔正答率〕グラフ内の妃号は次のことを表わす。

イ→１００％

ロ→８１％～９９％

ハー吟５１影～８０％

二→５０形以下

(1)１９７５年度

（２）１９７６年度

（３）１９７７年度

（詳しい誤答例については資料２を参照）

(３） 

文

(１） 

主語になる語の選択と、ｗｒｉｔｅｔｏ－の句の語順の間違いやＨｏｗ

で始まる感嘆文と疑問文の区別のできていない生徒が多い。英語と日

本語の語順の違いを理解させることや、文法を中心にして配列した教

科香の例文ばかりでなく、口語的な文にも慣れさせることが必要であ

る。次回からは、種々の疑問文や、複文の設問も入れる。

(2) イ
'、

ロ

(３） 

－８７－ 



形容詞

副詞

Ⅱ．（）に〔〕内の語を適当な形にして書き入れなさい。

Ｔｏｍｃａｎｒｕｎ〔l2

Whichis（１３〕，

Ｉｔｈｉｎｋｔｈｅｒｏｓｅ 

〕ｔｈａｎＤｉｃｋ、

ｔｈｉｓｄｏｌｌｏｒ 

ｉｓ〔１４〕ｏｆ

［fast］ 

ｙｏｕｒｓ？ 

ａｌｌｔｈｅ 

●
●
０
 

勺
ロ
ユ
へ
〃
▲
句
▲
〉

［pretty］ 

ｎｏｗｅｒｓ． 

[beautiful］ 

4．Ｗｈａｔｉｓ（１５）ｓｅａｓｏｎｏｆｔｈｅｙｅａｒ？［good］ 

助動詞 Ⅲ．（）に適語を入れて問答を完成しなさい。

１．ＩｏＭａｙｌｕｓｅａｐｅｎｃｉｌｗｈｅｎｌｗｒｉｔｅａｌｅｔｔｅｒ？０１ 

１１Yes，ｙｏｕ（１６〕伽

２．ＭＭｕｓｔｌｇｏｔｏｔｈｅｓｔａｔｉｏｎａｔｏｎｃｅ？1１ 

〔）（〕oＩＮｏＤｙｏｕ 
9０ 

１７ 

３．Ｍ〔１８〕ｙｏｕｏｐｅｎｔｈｅｗｉｎｄｏｗ？ｉｉ

ＩｏＡ１１ｒｉｇｈｔ、９１

４．１１（１９）Ibringyourbreakfasthere？'’ 

’0Yes，ｐｌｅａｓｅ･'１ 

Ⅲ（）に適当な代名詞を必要ならば形を変えて入れなさい。代名詞

Thankyoufor（２０〕veryinterestingletter・

Gracehassleptwell，has、'ｔ〔２１〕？

i1Isthisbookyours？i1ilYes，ｉｔ１ｓ（２２）．，， 

Ｗｅｓｅｅｓｏｍｅｃｈｉｌｄｒｅｎｓｉｎｇｉｎｇｗｉｔｈｃａｎｄｌｅｓｉｎ 

（２３〕hands・

ｉｉｌｓｔｈａｔＪａｎｅ１ｓｐｅｎ？'１ＭNC，ｉｔｉｓｎ，ｔ〔２４〕

Themanwasstandingtherewithahatｏｎ（２５ 

ｈｅａｄ･ 

Wｅｃａｎｓｅｅｗｉｔｈ（２６〕ｅｙｅｓ．

●
●
●
Ｄ
 

Ｑ
ｕ
Ｌ
へ
〃
』
庁
、
】
・
刎
『

ｐｅｎ・'1●
（
●
 

Ｆ
『
）
｛
〔
）

〕

７． 
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形容詞

則詞 －ｅｎ－ｅｓｔ，とmore-most-の使い方を正確に理解し

ていない。mOrePrettyと答えた生徒が意外に多く、prettieTの

綴りの間違いが多いのは、概念と綴りを同時に問う（prettyの比較級）

複雑さのためである。最上級に修飾される名詞に定冠詞を忘れている

生徒も多い。設問が比較に限定された傾向があるために理解の判断が

一面的になっている。次回からは、頻度．閣所．時を表わす副詞の設

問及び愚．数を表わす形容詞の設問を付け加える。

(１） 

(２） 

(３） 

助動詞

（１） 
ＷｉｌＩｙｏｕ－？Ｓｈａｌｌｌ－？はよくできている。ｄｏ､，ｔｈａｖｅ

ｔｏ－の正しい使い方ができていない。これはｈａｖｅｔｏ－そのもの

がよく理解できていないのと、Ｍｕｓｔｌ－？に対して否定の答え方

が徹底していないことによる。ｃａｎ、ｂｅａｂｌｅｔｏ－が正しく使え

るかどうかの設問も必要である。
(２） 

(３） 

代名詞

（１） できが悪いのは、日本語と英語の代名詞の使い方の祖述に原因があ

ると思われる。設問Ⅳ、ＬＴｈａｎｋｙｏｕｆｏｒｙｏｕ「letter・の文の

できが特によくないのは、日常会話の慣用表現が身についていないこ

とも一つの原因である。代名詞の格変化と、文中での位圃は入門期に

特に入念に指導する必要がある。設問Ⅳ、4.6.に関しては問題文が難

しすぎる。次回からは、代名詞の理解度だけを知る設問にする。

(２） 

イ '、

(３） 
ロ

－８９－ 



関係代名詞Ｌ次の文を読んで下の問いに答えなさい。

Thespeechcomtest（１）washeldlastSunday 
wasagreatsuccess・Thepupils（２）ｔｏｏｋｐａｒｔｉｎ
ｔｈｅｃｏｎｔｅｓｔｗｅｒｅｌ８ｉｎａｌlo 

DickJonesspokeoniiTheGreatestMan（３〕Ｉ
ＨａｖｅＥｖｅｒＭｅｔｏｏ･Ｈｅｓａｙｓｔｈａｔｔｈｅｇｒｅａｔｅｓｔｍａｎｉｓｈｉｓ 
father・Helen（４）ｍｏｔｈｅｒｄｉｅｄｗｈｅｎｓｈｅｗａｓａ

ｌｉｔｔｌｅｇｉｒｌｔｏｌｄｕｓａｂｏｕｔｈｅｒｍｅｍｏｒｙ･Ｈｅｒｓｐｅｅｃｈ 
ｍｏｖｅｄｕｓｄｅｅｐｌｙ･Ｓｈｅｇｏｔｔｈｅｍｒｓｔｐｒｉｚｅ・

Ａｆｔｅｒｔｈｅｐｒｉｚｅｓｗｅｒｅｇｉｖｅｍ，ＭｉｓｓＭａｙＡｒｍｓｔｒｏｎｇ 
ｔａｌｋｅｄｏｎｉ,Books（５）IVeShouldRead,'・Miss

Armstrongisa全amouswriter（６）everybodyrespects．

１．１～６には適当な関係代名詞を入れなさい。

（ただし、ｔｈａｔについては特にそれを用いる時にのみ使用すること。）

2．上の関係代名詞の中で省略できるものを番号で答えなさい。

ａ下線部の文章についてはsayを過去形にして文を書きかえなさい。

（解答欄の必要なところだけ訂正すること。）|雛Ｉ
関係副詞Ⅱ次のａの文をｂの文に書きかえる時、（）に一語入れなさい。

１．ａ･ＩｃａｎＩｔｆｏｒｇｅｔｔｈｅｄａｙ･Ｏｎｔｈａｔｄａｙｗｅｍｅｔ 
歪ｉｒｓｔ．

ｂ、ＩｃａｍＯｔｆｏｒｇｅｔｔｈｅｄａｙ〔〕ｗｅｍｅｔｆｉｒｓｔ．

ａｓｈｏｅｓｔｏｒｅ･Ｍａｎｙｋｉｎｄｓｏｆｓｐｏｒｔｓ 
ｓｏｌｄｔｈｅｒｅ･ 

ａｓｈｏｅｓｔｏｒｅ（〕manykindsofsports
sold． 

ＺｏａｏＩｗｅｎｔｔｏ 

ｓｈｏｅｓａｒｅ 

ｂ･Ｉｗｅｎｔｔｏ 

ｓｈｏｅｓａｒｅ 

受身Ⅲ受身の形に醤きかえなさい。ただし（）には一語ずつ入れること。

1．EverybodylovesKate．÷Ｋate〔〕（〕ｂｙ
everybody・

ａＴｈｅｃａｔｃａｕｇｈｔｔｈｅｍｏｕｓｅ．÷Ｔｈｅｍｏｕｓｅ（〕〔）
ｂｙｔｈｅｃａｔ， 

３．TheyspeakEnglishinAmerica.÷English〔）（〕
ｉｎＡｍｅｒｉｃａ、

４．Ｔｈｅｙｗｉｌｌｎｏｔｐｌａｙｔｈｅｆｏｏｔｂａｌｌｇａｍｅnext 
Wednesday．÷ThefOotballgame（）（）（〕

ｎｅｘｔWednesday、

５．ＷｅｃａｌｌｏｕｒｄｏｇＳｐｏｔ．÷Ｏｕｒｄｏｇ〔〕（〕〔〕．

－９０－ 



関係代名詞 全体に良くできている。但し、省略できる目的格を指摘するのはで

きが悪い。例えば、Thatisateachereveryoneloves・のよう

な文に初めから慣れさせることが必要である。関係代名詞は高校の教

材にもよく出てくるので、中学では基本的なものだけにかぎって、設

問をもう少しやさしくするほうがよい。

'、

(１） イ

ロ

(２） 

(３） イ '、

ロ

関係別

（１） 

たいへん良くできているが、設問の数が少ないので、ほんとうに理

解しているかどうかを知るのに十分ではない。次年度からは高校での

指導項目になるので省略する。

(２） 

(３） 

受

（１） 投問m4wDn,ｔｂｅｐＩａｙｅｄのところで間迎っている生徒が多い。

これは助動詞の短縮形の理解が十分でないことによるので、設問の

（）を４つにして(ｗｉⅡ）(not)(be)(played)と答えさせていた

ら、もう少し正解の数がふえていると考えられる。

設問Ⅲ５．ＯｕｒｄｏｇｉｓｃａＩｌｅｄＳｐｏＬを間違えている生徒が多い

のは、行為者by-を省略した受身の文に慣れていないためである。

指導の立場では、能助態を機械的に受動態に直すことの弊害を考慮

することと、実際に用いられる受動態の文をもっと示して受身の概念

を徹底させる必要がある。

イ(２） '、

ロ

イ(３） '、' 

ロ

－９１－ 



分詞 Ⅳ．（ 

１． 

２． 

３． 

４． 

）の中の動詞を適当な形にしなさい。

Mｙｂｒｏｔｈｅｒｉｓｆｏｎｄｏｆ（make）modelplanes、

Theradio（make）ｉｎＪａｐａｍｉｓｖｅｒｙｇｏｏｄ・

Tomisenjoying（make）Spot'sdoghouse・

Ｗｈｏｉｓｔｈｅｍａｎ〔show〕ｔｏａｂｏｙｔｈｅｗａｙｔｏｔｈｅ
ｓｔａｔｉｏｎ？ 

Underthetreeamerchantsat〔show）ａｌｏｔｏＰｔｏｙｓ．５． 

不定詞

ｇ
ｉ
ｌ
●
●
●
●
●
●
●
●
 

・
曰
▲
【
／
』
勺
、
》
ニ
バ
キ
Ｐ
且
）
〆
ｈ
）
『
〃
１
（
ｘ
〉

●
 

Ｔｗｖ ）の中にｔｏが必要ならば衝き入れ、不要ならば×印を瞥き入れなさい。

Ｉｗａｎｔｙｏｕ（）ｈｅｌｐｍｅ、
ＷｅｓａｗＭａｒｙ〔）ｂｕｙａｄｏｌｌ・
lVehadbetter〔〕ｇｏａｔｏｎｃｅ・
Mｙｆａｔｈｅｒｔｏｌｄｍｅｎｏｔ（〕ｇｏｔhere・
Letｍｅ（）driveyourcar、

Mr・Ｂｅｌｌｍａｄｅｕｓ（〕usethedictionary．
Ｉｗａｎｔ（）learTlEnglish・
Ｉａｓｋｅｄｍｙｍｏｔｈｅｒ（〕ｐｌａｙｗｉｔｈｍｅ．

●
●
●
●
●
●
０
０
●
●
●
●
 

勺
Ⅱ
▲
（
／
』
勺
、
）
▲
、
『
Ｆ
『
）
〆
ｎ
Ｕ
Ａ
瓜
》
（
Ｈ
】
（
’
）
（
Ⅲ
】
（
』
』
声
吟
且

ＴｈｅｒｅａｒｅｍａｎｙｐｌａｃｅｓｔｏｖｉｓｉｔｉｎＫｙｏｔｏ･ 
ｗｅｇｏｔｕｐｅａｒｌｙｔｏｂｅｉｎｔｉｍｅｆｏｒｔｈｅｔｒａｉｎ． 

Ｔｍｅｔｅａｃｈｅｒｂｅｇａｎｔｏｔｅｌｌａｓｔｏｒｙ･ 

MotherwaspleasedtoseemyChristmaspresents･ 
Ｉｔｉｓｈａｒｄｆｏｒｔｈｅｍｔｏｍａｋｅｍｏｎｅｙ・ｍ 

ｌｄｏｎｏｔｋｎｏｗｗｈｅｎｔｏｓｔａｒｔ． 

Ｄｉｄｙｏｕｔｒｙｔｏｏｐｅｎｔｈｅｂｏｘ？ 

Ｄｏｙｏｕｈａｖｅａｎｙｔｈｉｎｇｍｔｅｌｌｕｓ？ 
Mr・Ｗｈｉｔｅｉｓｈａｐｐｙ上ｏｂ旦ｗｉｔｈｈｉｓｓｏｎ・
Themanstayedintheparktosellthe flowers． 
Ｉｔｉｓｎｏｔｅａｓｙｆｏｒｍｅｔｏｒｅａｄｔｈａｔｂｏｏｋ． 

￣ 

ＤｏｙｏｕｋｎｏｗｈｏｗｔｏｃａｔｃｈｌＡｌｉｌｄａｎｉｍａ1ｓ？ 

１（）に適語を一語入れなさい。

Ａ・Ｈｏｗ（１）ｄａｙｓａｒｅｔｈｅｒｅｉｎａｗｅｅｋ？Thereare

seven・Ｓｕｎｄａｙｉｓｔｈｅ（２〕ｄａｙｏどｔｈｅweek・Ｔｈｅ
（３）ｄａｙｏ缶theweekisWednesday．（４）comes
arterWednesday・Ｆｒｉｄａｙｉｓｔｈｅ（５）ｄａｙｏＰｔｈｅ
ｗｅｅｋ．（６）ｉｓｔｈｅｌａｓｔｄａｙｏｆｔｈｅｗｅｅｋ． 

Ｂ・Christmascomesin（７〕・Ｓｔ、valentine'ｓDay＊
ｉｓｉｎ（８）、Schoolbeginsin（９）ｉｎJapan・Ｉｎ
Ｍａｙｗｅｈａｖｅ（１０）ｓｎｏｗｉｎｔｈｅｆｉｅｌｄｓａｎｄｏｆｔｅｎｇｏ 
ｏｎａｐｉcnic・Ｗｅｈａｖｅ（１１）ｒａｉｎｉｎｊｕｎｅ・Ａｎｄ
ｎｏｗｏｕｒｓｕｍｍｅｒｖａｃａｔｉｏｎｗｉｌｌｓｏｏ、ｃｏｍｅ．

★聖バレンタインデー

単 語

－９２－ 



分詞

（１） 

慣用句として前超詞の目的語となる動名詞は理解されている。形容

詞的用法の現在分詞は間違いが多い。これは設問Ⅳ、２．の正解率が高

いのを考えると、全体として問題文を平明にして設問の数をふやすよ

うにする。設問Ⅳ.aの動名詞の理解そのものを知るにはｅを消して

－ing形にしなければならないｍａｋｅは不適当なので、もっと基本的

な動詞に替える。また、設問４．５．の文も難しすぎたので、もっと平明

な文にする。文法用語をなるべく使わないようにするために設問中の

動詞という語を省き、－ing形と過去分詞の形容詞的用法の理解度を

もっと確実に知るために設問をふやしたい。

(２） 

(３） 

不定：

（１） 問題文が難しかった。hadbetteTのあとの原形不定詞とｍａｄｅ

ｕｓｕｓｅの原形不定詞のできの悪いのが目立つ。ｔｏ不定詞に指導が

片寄りすぎている。もっとも、次年度からは原形不定詞は中学では扱

わないことになるので、この種の設問は設けない。全体として、もっ

と平易な文にし、各用法毎に設問する方が理解度をもっと深く知るこ

とができる。

(２） 

￣ 

イ '、

(3) 
ロ

単

（１） 大へんできの悪いものは、fourth→forth，February→

Feburuaryである。設問ＬＢ、ＩｎＭａｙｗｅｈａｖｅｎｏｓｎｏｗ・の文は

内容がややあいまいである。同時にあやまりの多かったｍａｎｙｒａｉｎ

は、次回からは形容詞の項目で取り扱うことにする。月、日の名詞の

初めは大文字ということは徹底していて、綴りを間違っていてもこの

ことは頭にあるようだ。単語についてはもっといろいろな角度から理

解度を見られるように設問を工夫する必要がある。

イ

(２） 
ロ '、

イ
￣ 

(３） 
ロ

'、

－９３－ 



【おわりに】

初めての試みなので、全般的に問題文が少し難しすぎたこと、設問の意図が生徒にわかりにく

かったことなど、今後に工夫すべき点を残している。

今回のテストの結果を通して、統計的に、具体的に全体の生徒の理解度を把握できた。中学か
ら高校への移行の段階で、中学英語の到達度を考慮に入れ、高校での指導の手がかりを得た。さ

らにこのテストの結果を項目別に記入した個人の診断カード「診断テスト評価」－資料1.による

生徒個人の指導もできるようになった。

このテストの結果、教科綴の内容．例文．分量．文法項目の取り上げ方の順序．語いなどに不

適当な点が多く、検討する必要が特に強く感じられた。段階に応じての補助教材を単傭すること、
間違いやすい文法項目に関した例文集を作ること、独自の教材製作をすることを計画したい。各

学年を数年間同じ教師が担当し、その学年の指導内容の継続的な研究に取り組むこともしたい。

なお、文部省の学習指導要領改訂にともなう中学の英語授業時数の減や、依然として改善され

ていない－学級の生徒定数などの厳しい教育条件や、入学試験という現実の壁のもとで、どうい
う英語教育をするか、英語教育を通して生徒に何を与えるのかなど、さまざまな問題が残されて
いる。

資料1．

…㈱:■■■■■
■■■上■

－９４－ 

雌ＵＵｉテスト評伍 趣｜｜a剛 |鰯１，１
文陸、皿 皀哉 ■Dの■潟 文雄ＨｎＩＵ

■全ａ
ｎｂ 、Dの■凶

恥．醜

文

Ｂｎ 

Ｂ 

日日

人昨代名■

薊－．虫

gＵ在

口室

F１■ 

込泉

阿偵の－政

日田

■■ 
早■

■関

＄暁

｡⑥ 

ｎｍ 

比ＵＲＯｈ

、上田

回■■

､的幡
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冊布幡
目、

代忽ロ

任丹
助臼田

丑王分目

分ロ

四名■

不定■
00の

０，６９、

１０の

いらご小町

円隆
形而８

BIB 

名８

甲田
■■の

＄応■

序蚊名

■、名

n＄ 

アクセント

HGGrI唖

『代り－■01⑭？

lｒ 

母■

世■■Dｈ

ｇｍｒｐ 

硯⑥力
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■ 

用睦
■肺

一世-口

古ID｡

■価の

CbBI 

■■ 
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１９７６年度中３（１３２名）誤答数表 対象学年資料２

時制

時制

Ｉ 

誤答例（特に多いものをあげる）Ｉ 

《
囮
囮
■
囮
囮
回
回
図
画１１ 

(５） (１） 

(６） 2） 

厨
万
一
Ⅳ

(７） (３ 

(８） 

are,wereのように、主語

が複数の場合に用いるｂｅ動

詞の誤答が多いのは設問中の

主語がeverythingのためと（９）

考えられる。

(４） 

(13） 1６ 

； 
の時制

５０名

(10） 

時制の一致２ 

(14） 

現在完了以外

書いている者は

で

｡ 

('〃[届憲司T５１
未来以外の時制で鰯ヘ

ている者は２３名。 (⑤ 

(12） 

現在完了以外の時制で

書いている者は３９名。

９５ 

F百F77E5￣同ｈａｓ 1３ 正解

１ had 1４ 

２ heard ２１ 

３ 1s ６７ 

４ ｗｉｌＩｎｅｖｅＴｂｅ 7８ 

５ carried ３４ 

６ Ｗｅｎｔ ８ 

７ ｗａｓ 11 

８ ｄｉｄｎｏｔｌｉｋｅ ２６ 

９ hａｖｅｎｏｔｆｉｎｉｓｈｅｄ ４６ 

1０ 
ｈａｓ 
ｈａｓ 鑑Ue:taymg ６７ 

1１ ｗｉｌｌＩｅａｖｅ ２８ 

1２ hasｂｅｅｎ ４１ 

1３ ｉｓⅥＤｒｋｉｎｇ ４３ 

1４ aｍｍａｋｉｎｇ ４０ 

1５ ｆｌｉｅｓ,ｗｉｌｌｆｌｙ ５１ 

1６ rｅｔｕｍｓｗｉＩｌｒｅｔｕＴｎ 2４ 

E5云一｢5１１F颪FE5-m

ａｒｅ 3９ 

ｗｅｒｅ 1４ 

ｗａｓ ７ 

F§一ｍ

nｏｔｌｉｋｅｄ ８ 

ＷａＳｎＤｔｌｉｋｅ ５ 

does、，ｔｌｉｋｅ ５ 

haven,ｔｆｉｎｉｓｈ 1６ 

donDtfinish 1５ 

ｎｏｔｆｉｎｉｓｈｅｄ ６ 

haveneveTbeen 1４ 

ｗｉｌｌｂｅnever ８ 

nｅｖｅｒｗｉＩＩｂｅ ７ 

Ｗｏｒｋｓ 2５ 

working ７ 

worked ６ 

F官７５盃5￣､。
stayed 1６ 

iｓｓｔａｙｉｎｇ ８ 

staying ７ 

ｓｔａｙｓ ５ 

正解 誤寄1k

Ｈｅｓａｉｄｔｈａｔ 

theｇｒｅａｔｅｓｔ 
ｍａｎｗａｓｈｉｓ 

fathez 

1１ 

VTWmd⑨ 1１ 

aｍｍａｋｅｉｎｇ ８ 

haveｍａｄｅ ６ 

ｍａｋｅiｎｇ ５ 

ｍａｋｉｎｇ ４ 
動詞をどちらも

過去にせず
１ 

動詞を１つだけ

正答
1０ 

fｌｙｉｎｇ 1６ 

fｌｙｓ 1２ 

ｆｌｅｗ ３ 

fｌｉｅｄ ３ 

ｉｓｆｌｙｉｎｇ ３ 

ｗａｓ 2４ 

1s ６ 



Ⅱ、文

Ｌ語順

２ 

（３）命令文の誤答例

田鰯鮒鰯際:餅
が影響しているのであろう。

形一 容詞・副詞Ⅲ 

誤答例

（１） 
ｂ 

(３ 

(２） 

4） 

助
［
］
Ⅱ
］
Ⅱ
閂
団
［
Ⅱ

動詞Ⅳ 

誤答例

（２） 

誤答例

Ⅱ'園
(２１回

'3'四

称|R代名詞

［ 
Ｖ 

'６１[丙冨－ｍ

Ｉ 
4） 

7） 

5） 

9６ 

1つ誤答 ３ 

2つ誤答 ２７ 

3つ誤答 １ 

4つ誤答 １８ 

疑問文を１つも作っていない答案 ２５ 

wTitingの綴りの誤り ６ 

？の忘れ

１ 平叙文. ４ 

２ 疑問文？ １１ 

３ 命令文。 ２０ 

４ 感嘆文！ ０ 

正解 誤答数

１ f2ster ９ 

２ pU℃ttier ４２ 

３ t臆lTpstbBmItiful ６９ 

４ t]だｂｅｓｔ ６８ 

theなし 4９ 

thebea1tifulest 

の類
７ 

｢忘届ﾃﾖｰ5１

【Ｔｍ唾ｐ唾tty 11 

口已tty巳ｒ ８ 

pretter ６ 

pTittier ４ 

theなし 5０ 

t'だgoodestの類 ７ 

正解 誤答数

１ 1J四７ ２ 

２ ｡、，ｔ1画Vｅｔｏ 1０６ 

３ ｗｉｌｌ １１ 

４ shall ３ 

mZStnotの類 ８３ 

Ｉｍｙｍｔの類 1２ 

y、｣ｒ ４ 

thierの類 ７ 

１ y、｣ｒ ２６ 

２ slだ ７ 

３ ｍｉｍ二 ５ 

４ u定iｒ ２１ 

５ 】迄ｒ ３０ 

６ his ６ 

７ ｡｣ｒ ２６ 

yOＵＴ ５ 

ｍｙ ５ 

ｕｓ ３ 

ｍＴＳ ３ 

the ２ 

heIs １５ 

Jm迄，ｓ ５ 

ｍｙ ４ 

herPs ３ 



関係代名詞

１．用法

|糞
Ⅵ 

誤答例

臣F1二三
n両Ｔ5~１

，而忘~Ｆ７可

(５ 1） 

2１ ６ 

3） 

4） 

Ⅶ．関係副詞

■＝田■!■
回

璽仙｜躯一邪□
身 誤答例Ⅷ 

1） （３）spokenが書けず誤答と
なった者が１２名。

（４）ｗｉｌｌｎｏｔまで書いた者

２１名。

2） 

分詞・動名詞

|了|譲二Ｉ
Ⅸ 誤答例 5） 

(１） 

４） 

(３） 

[:而扇冒司一同(５ 

９７ 

正解 誤答数

１ ｗｈｉｄｌ ８ 

２ ｗｈｏ ４ 

３ tｌｎｔ 1２ 

４ wImse 1２ 

５ which 1０ 

６ wlYDm 1６ 

ｍＦＦ７－１ 

ｗｈｏ ５ 

tｈａｔ ４ 

Whose ３ 

which ３ 

三つとも正解 ４９ 

二つのみ正解 ５５ 

－つのみ正解 1７ 

正解なし ７ 

正解 誤答数

１ ｗｈｅｎ ４ 

２ ｗｈｅｒｅ ６ 

正解 誤答数

３ tｈａｔ ４１ 

５ Ｗｈｉｃｈ 2８ 

６ ｗｈｏｍ 3６ 

wａｓＩｏｖｅｄ ８ 

ｉｓｌｏｖｅｓ ３ 

ｉｓｌｏｖｅ ２ 

正．解 誤答数

１ iｓＩｏｖｅｄ 1８ 

２ wascaught １５ 

３ lＳＳｐ oken ２８ 

４ ｗ、'ｔｂｅｐｌａｙｅｄ ５９ 

５ iｓｃａｌＩｅｄＳｐｏｔ １６ 

werecaught ６ 

wascatched ３ 

ｗｉｌｌｂｅｐＩａｙｅｄ ７ 

Ｗ IＩｎｏｔｐｌａｙ ６ 

Ｗ Ilnotplayed ６ 

ｗｍＤｔｂｅｐｌａｙ ５ 

ｗａｓｃａｌＩｅｄＳｐｏｔ ４ 

iｓｃａｌｌＳｐｏｔ ２ 正解 誤答数

１ ｍａｋｉｎｇ ３６ 

２ ｍａｄｅ ６ 

３ ｍａｋｉｎｇ ６４ 

４ showiｎｇ ８４ 

５ shOwing 1９ 

ｍａｋｅing 1１ 

makes 1１ 

tｏｍａｋＥ ７ shown ２５ 

shcws ２１ 

showed 1９ 

sｈｏｗ ９ 

ｔｏｍａｋｅ ２４ 

ｍａｋｅｓ 1８ 

ｍｚｕｋｅ ９ 

ｍ盈｡② ９ 



ｎ．不定詞

1 ？
 【 Ｆ 

単語

塵
答例

Ⅲ． 

4） (８） 

ThirsdaMThurseday， 

Thersdayのように、発音は
なんとかできるが正確なつづ

りを知らないと思われる者－

－１４名。

Ｆｅｂｕで書き出している

者－－２４名，FebTで香き

出している者－１８名であ

る。日本語の音節文字が常

に母音をともなうためだろ

う。5） 

（、）

6）Saterday,Satorday， 
Suterdayのように、発音は

:蹴騨鰯:票'u１
－１１名。誤答｜

（１） 

(７） 

(2) 

DesemberjDicember，Ｄｉｓｅｍｂｅｒのように、

発音はなんとかできるが正確なつづりを知らない

と思われる者－１０名(３ 

thirdの誤りは週を日HIH日から数えるのを知らないためだろう。

－９８－ 

正解 誤答数

１ wantｙｏｕ（to）ｈｅｌｐ 1５ 

２ sawMaTy（×）ｂｕｙ ２８ 

３ hadbetter（×）ｇｏ ５１ 

４ tｏｌｄｍｅｎｏｔ（ｔｏ）ｇｏ ７ 

５ Ｌｅｔｍｅ（ｘ）ｔｒｙ 1６ 

６ ｍａｄｅｕｓ（×）ｕｓｅ ３２ 

７ want（ｔｏ）learn 1０ 

８ 
askedmymother（ｔｏ） 
ｐｌａｙ ３ 

正解 誤答数

１ Ｂ（形容詞的用法） ３１ 

２ Ｄ（副詞的用法一目的） 4４ 

３ Ａ（名詞的用法一目的語） 2６ 

４ Ｃ（副詞的用法一原因） ４３ 

５ Ｅ（Ｉｔｉｓ～ｔｏ～） 1２ 

６ Ｆ（疑問詞＋不定詞） 10 

FeburaTy 1６ 

ＦｅｂＴａｒｙ ９ 

F忘5百7-｢祠正解 誤答数

１ ｍａｎｙ ６ 

２ ｆｉｒｓｔ 1３ 

３ fourth ４５ 

４ Thursday ５１ 

５ ｓｉｘｔｈ １６ 

６ Ｓａｔｕｒｄａｙ 1６ 

７ DecembeT ２１ 

８ ＦｅｂｒｕａＴｙ 6０ 

９ Ａｐｒｉｌ 1０ 

1０ ｎｏ 6５ 

1１ ｍｕｃｈ 7７ 

fifthの類 ８ 

SIX ２ 

ｎｏｔ 2３ 

lｉｔｔｌｅ 1３ 

ｍａｎｙ ３１ 

ａｌｏｔｏｆ ６ 

ａｌｗａｙｓ ４ 

ａ ５ 

ｓｏｍｅ ４ 

ｍｕｃｈ ２ 

ｍｅｎｙ ２ Desember ６ 

November ４ 

fａｓｔ ７ 

fａＴｓｔ ３ 

fｏｒｔｈ ２５ 

third ６ 

touth ４ 


